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△𝐴𝑃𝑄,  △𝐴𝑃𝑅,  △𝐴𝑄𝑅の面積を、それぞれ𝑆1,  𝑆2, 𝑆3とする。 
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四角形𝐴𝑃𝑅𝑄の面積は
2

3
であるから、𝐷𝑅 = 𝑟とすると 
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①の範囲で
1

2
≦ 𝑟 ≦

2

3
となるから、条件を満たす。 ∴
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増減は右の通り。 
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最大値は
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81
、最小値は

2
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